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「
高
梁
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す

　

市
は
、
本
市
特
有
の
歴
史
的
な
営
み
や
文
化
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
に
基
づ
く
「
高
梁
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景

　

市
で
は
、
数
多
く
の
歴
史
的
建
造
物

や
町
並
み
、
伝
統
祭
事
が
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
が
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に

伴
い
、
町
並
み
の
個
性
や
連
続
性
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
伝
統
祭
事
や
伝
統
芸

能
の
伝
承
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、伝
統
文
化
の
継
承
、

文
化
財
保
護
、
景
観
と
の
調
和
等
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
と
は

　

地
域
に
残
る
良
好
な
歴
史
風
致
を
維

持
向
上
さ
せ
、
後
世
に
継
承
す
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
法
律
で
「
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
」
を
作
成
し
、
国
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
歴
史
的
な
建
造

物
の
修
繕
や
そ
の
周
辺
市
街
地
の
整
備

な
ど
を
国
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
法
で
い
う
「
歴
史
的
風
致
」
と

は
、
歴
史
的
建
造
物
と
人
々
の
歴
史
的

活
動
が
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
町
の
風

情
を
出
し
て
い
る
と
い
っ
た
概
念
で

す
。

　

ま
た
、
市
内
全
域
の
歴
史
的
風
致
を

効
果
的
に
維
持
向
上
、
波
及
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、「
重
点
区
域
」を
設
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

重
点
区
域
は「
重
要
文
化
財
、重
要
有

形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
、
名
勝
、
伝
建

地
区
な
ど
の
建
造
物
お
よ
び
そ
の
周

辺
」で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
現
在
、
備
中
松
山
城
、
頼
久

寺
を
中
心
と
し
た「
高
梁
地
区
」と
、
高

梁
市
吹
屋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
中
心
と
し
た「
吹
屋
地
区
」を
検
討
し

て
い
ま
す
。

計
画
期
間

　

平
成　

年
度
〜　

年
度（　

年
間
）

２２

３１

１０

市
内
に
お
け
る
歴
史
的
風
致

　

市
内
に
今
な
お
残
る
歴
史
的
風
致
と

し
て
、
次
の
４
つ
を
も
と
に
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

①
城
下
町
の
中
で
行
わ
れ
る
松
山
踊
り

（
地
踊
り
、
仕
組
踊
り
）、
七
恵
比
寿

祭
礼
、
御
前
神
社
神
輿
、
八
幡
神
社

神
輿

②
吹
屋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
周

辺
で
行
わ
れ
る
高
草
八
幡
神
社
秋
季

例
祭
な
ど
の
活
動

③
市
内
各
地
の
歴
史
あ
る
神
社
な
ど
で

奉
納
さ
れ
る
備
中
神
楽

④
市
内
各
地
の
歴
史
あ
る
神
社
な
ど
で

行
わ
れ
る
渡
り
拍
子

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

法
定
協
議
会
で
協
議
・
検
討
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
市
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
等
に
よ
り
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
計
画

策
定
に
生
か
し
、
早
期
の
国
の
認
定
を

目
指
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
係
�
�

０
２
０
８
）

備中松山城

吹屋伝統的建造物群保存地区
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「市政へのアイデア便」へ
ご提案・アイデアをお寄せください

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
へ

市
政
へ
の
ア
イ
デ
ア
便
か
ら

　

市
は
、
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
提
案
・
ア
イ
デ
ア
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
市
政
へ
の

ア
イ
デ
ア
便
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度（
２
月
末
ま
で
）寄
せ
ら
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
主
な
提
案
・
ア
イ
デ

ア
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
や
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
提
案
者
へ
の

回
答
が
遅
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
公
聴
広
報
係
（
�
�
０
２
１
０
）

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
備
中
高
梁
駅
で

は
、
荷
物
を
抱
え
て
の
階
段
の
移
動
で

苦
労
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
。
利
用
し

や
す
く
、ま
た
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
新
駅
舎
の
早
期
整
備
を
。

　

備
中
高
梁
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
、
一
日
の
駅
乗
降
客
数
が
５
０
０
０

人
を
下
回
っ
た
た
め
に
鉄
道
会
社
の
責

任
に
よ
る
整
備
が
で
き
な
い
状
況
で
す

が
、
行
政
の
責
任
に
お
い
て
も
早
急
に

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
実
施
に

向
け
た
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
東
西
連
絡
道

を
利
用
し
た
駅
舎
の
橋
上
化
を
行
う
こ

と
で
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に
と

っ
て
も
優
し
い
駅
と
な
る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
て
計
画
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
梁
の
自
然
景
観
や
歴
史
、

文
化
と
調
和
し
た
駅
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
現
在
の
駅
舎
を
存
続
さ
せ
、
高

梁
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
利
用
方
法

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

専
門
家
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
早
期
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課
総
合
政

策
係
（
�
�
０
２
８
６
）

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
の
ほ

か
、
有
機
物
資
源
の
有
効
利
用
が
で

き
、
水
の
無
駄
遣
い
も
な
い
バ
イ
オ

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
も
補
助
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

現
在
、
市
で
は
下
水
道
等
の
整
備
が

で
き
な
い
地
域
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ト
イ
レ
だ
け
で
な
く
、
各
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
台
所
・
風
呂
な
ど

の
家
庭
排
水
も
併
せ
て
浄
化
し
、
快
適

な
生
活
環
境
の
向
上
と
水
質
保
全
と
い

う
面
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
、

設
置
に
対
す
る
補
助
金
制
度
も
設
け
て

い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
有
機
物

利
用
の
面
か
ら
大
変
有
効
な
施
設
と
思

い
ま
す
が
、
ふ
ん
尿
だ
け
の
処
理
と
な

り
、
家
庭
排
水
は
そ
の
ま
ま
流
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
設
置
費
、

維
持
管
理
、
使
い
や
す
さ
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
す
る
と
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
方
が
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
下
水
道

業
務
係
（
�
�
０
２
４
４
）

〇市役所本庁、第二庁舎、各地域局、各地域市民セン
ターに備え付けの所定の用紙をご利用ください。用
紙は、市ホームページからもダウンロードできます。

〇各窓口にある「市政へのアイデア便」箱に投かんい
ただくか、下記へ郵送、ファックスでお送りくださ
い。市ホームページ・電子申請システムでも提案い
ただけます。

　※郵送の場合、郵送代はご負担ください。

〈注意事項〉
・提案者の住所・氏名は、必ずご記入ください。記入が不
完全、または匿名の場合は取り扱いできません。
・ご提案・アイデアが多岐にわたる場合などには、回答ま
でにお時間をいただくことがあります。
・趣旨が明確でないもの、他人を誹謗中傷するもの、営業
活動、政治活動等に関するものなど、市として回答する
ことが適当でないと判断したものについては回答でき
ない場合があります。

■問い合わせ・提案先
　〒７１６�８５０１〔住所不要〕高梁市役所
　総務部企画課公聴広報係（��０２１０・��１５５５）


